
令和8年3月三田市議会定例会(第385回)が、2月17日から3月25日までの会期37日間で開催されまし

た。今議会では令和8年度予算編成について審議いたしました。

大西は予算決算常任委員会の総括質疑において、

1．各事業の成果の見える化について

2．システム改修・運用費の妥当性について

3．新ごみ処理場のサーマル発電機能に伴うごみ排出量の考え方について

の3項目について質疑をいたしました。

令和8年度三田市予算

様々な公共施設の建設や改修による事業費が増加しており、基金の取り崩しや、地方債の増加により収支均衡が

図られており、厳しい財政状況が続いております。今後、様々な事業の成果や妥当性をしっかりと検証し、

　　　　財政収支の改善を検討していく必要があります。

　　　　一方で、皆さまからの要望もあり、昨年一般質問で要望いたしました、長期休業中の放課後児童クラブ

　　　　における昼食提供が試行で開始されます。まだ1クラブでの試行ですが、問題点を洗い出し、全クラブ

　　　　で適用できるよう議論を深めていきたいと思います。

個人市民税 72.5億円(+2.8億円)　

　⇒賃上げ等に伴う所得増

法人市民税 13.0億円（-3.3億円)　

新ごみ処理施設整備事業費 27.1億円（+16.1億円） 
市街地再開発事業費（三田駅前Cブロック地区） 38.1億円
（+12.3億円） （三田駅前一番館） 7.7億円（+5.3億円） 
中学校建設事業費 9.5億円（+8.5億円） 
小学校施設改修事業費 5.7億円（+5.5億円） 
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令和 8 年度の予算は、『選ばれるまち三田 ～暮らしやすさ実現予算～』と位置づけ、本市の重点地域課題を解消す

るための取り組みを細やかに実行することで、厳しい財政状況にあっても将来に向けた明るい未来が展望でき、市

民の皆さんに安心していただけるまちづくりを進める予算としております。歳出では、複数の大規模投資事業の進

捗に伴い、新ごみ処理施設整備事業費が 16.1 億円増、三田駅前Ｃブロック地区再開発事業費が 12.3 億円増、新

統合中学校建設 事業費が 8.5 億円増となるなど、まちを次代へつなぐための財政需要が増大し、予算規模は過去

最大となる見込みです。

各事業の成果の見える化について

本年度予算で市職員の業務量削減事業で外部業者に委託する形で約1600万円の予算が計上されております。事業

の成果をどのように市民サービスに還元していくのか質問いたしました。この事業だけではありませんが、全ての

　　　　事業において、成果の透明性、妥当性をしっかりと検証することは必要であり、今後も厳しい財政状況が

　　　　続く三田市において、成果の妥当性を見える化し、納得できる形で事業の取捨選択を検討していく

　　　　プロセスが大切になってくると考えております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒三田市の回答　：　成果を出せる形で事業を進めていく。



3月定例会で提出された全45議案に対する賛否

1月∼3⽉間の市⺠からの相談件数：7件 市⺠センターの使⽤に関して、県道⿊⽯三⽥線の⼯事に関してなど

議案番号 結果 議員の賛否 大⻄の賛否

報告 第1号 可決 全会一致 賛成

議案 第1号 可決 賛成：18　反対：3 賛成

議案 第2∼5号 可決 全会一致 賛成

議案 第6∼8号 可決 賛成：18　反対：3 賛成

議案 第9∼11号 可決 全会一致 賛成

議案 第12∼13号 可決 賛成：18　反対：3 賛成

議案 第14∼16号 可決 全会一致 賛成

議案 第17号 可決 賛成：18　反対：3 賛成

議案 第18∼20号 可決 全会一致 賛成

議案番号 結果 議員の賛否 大⻄の賛否

議案 第21号 可決 賛成：18　反対：3 賛成

議案 第22号 可決 全会一致 賛成

議案 第23号 可決 賛成：18　反対：3 賛成

議案 第24∼25号 可決 全会一致 賛成

議案 第26号 可決 賛成：18　反対：3 賛成

議案 第27∼38号 可決 全会一致 賛成

議案 第39号 可決 賛成：18　反対：3 賛成

議案 第40∼45号 可決 全会一致 賛成

新病院の基本設計が完了し、報告がありました。基本設計では、整備計画を具体化し、敷地内の建物等の配置計
画や車の動線、施設計画が示されました。令和8年5月からは、実施設計段階に入り、詳細な設計を進める予定で
す。基本設計の詳細は市HPをご確認ください。
基本設計段階における概算事業費についても報告がありました。
物価高騰の影響もあり、事業費は約577億円となっており、利息
（183億円）を含む総整備費は760億円となります。
三田市の負担分ですが、整備費は国の交付⾦増により減少していま
すが、利息の利率が上昇しているため全体としては微増となってお
ります。三田市の救急医療を含む中核病院として、必要になると考
えており、引き続き動向に関して注視してまいります。

新病院基本設計の概要について

システム改修・運用費の妥当性について 新ごみ処理場のサーマル発電機能に伴う
ごみ排出量の考え方について

一般質問や本会議の様⼦はYouTubeで配信されております

本年度予算の中で、システム改修が18事業で約8000
万円、システムの運用、保守が約40事業で2億円の
予算が計上されております。システムの内容、妥当
性などの検証はどのように実施しているのか質問い
たしました。システムを構築する上では運用を見越
したシステム設計が何よりも重要で、良いシステム
を構築することがコストカットにつながると考えて
おります。
⇒三田市の回答：
　　　DX推進課とも連携しながら進めていく。　

 ☎ 090-9092-4621 ✉hwfwc27720@yahoo.co.jp

大⻄けんじ 後援会事務所

藍・つつじが丘事務所

〒669-1513　三田市三輪⼆丁⽬3番33号 ☎�079-563-1860 �FAX�079-563-5093

〒669-1341　三田市西相野560-4　          ☎ 079-559-7003(FAX兼用) 

本人連絡先

YouTube Facebook Instagram X大西けんじはよくある政治家のイメージではなく、皆さまの身近な存
在、三田市で暮らす皆さま・三田市で働く皆さまの代表として頑張っ
て参ります！「誰もが安心して暮らし、笑顔になれるまち三田！」の
実現のためにも、皆さまのご意見や声をお聞かせください。
各種SNSで大⻄けんじの⽇々の活動や思いを発信しています。
是非フォローよろしくお願いいたします。

議案の詳細内容は
以下を参照ください
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新ごみ処理場にはサーマル発電機能を備えており、ごみ
焼却による熱で発電し電力を活用しますが、ごみ削減を
進めると発電量が減少していまいます。サーマル発電機
能のために建設費は増加しており、その増加分を償却で
きる、ごみ排出量を検討しているのか質問いたしまし
た。発電のためには、熱効率が悪くなる水分の多い生ご
みなどを分別する施策が有効だと考えております。
⇒三田市の回答：
　　　発電量を踏まえたごみ排出量を検討する。

↑新病院イメージ図

https://www.facebook.com/profile.php?id=61557774391389
https://www.instagram.com/oonishi_kenji_sanda/
https://x.com/zqCOrpdboGiKiaz/status/1837686576152998319
https://www.youtube.com/@Oooh-Tube
https://www.city.sanda.lg.jp/soshiki/62/gyomu/gikai/2/shingi_kekka/reiwa8/34794.html
https://www.youtube.com/@%E4%B8%89%E7%94%B0%E5%B8%82%E8%AD%B0%E4%BC%9A%E3%83%81%E3%83%A3%E3%83%B3%E3%83%8D%E3%83%AB
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